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機微性の高い個人識別符号（個人の配列情報など）は東北大学東北メディカル・メガバンク機構のスーパーコンピュータまたはセ
キュリティ管理可能な外部記憶装置内で他の情報端末と物理的に遮断された状態で保管される。東北メディカル・メガバンク計画
の参加者は東北メディカル・メガバンク計画ウェブサイト（http://iwate-megabank.org/about/publication/）に記載の研究全てに自
身が含まれる可能性があり、撤回の自由があることをすでに理解されている。

本研究は、岩手医科大学学内研究費、東北メディカル・メガバンク計画一般会計、および科学研究費補助金により実施する。
本研究課題に関連し、研究代表者および研究分担者は関係する企業等から個人的及び大学組織的な利益は得ておらず、開示す
べき利益相反はない。

須藤　洋一 いわて東北メディカル・メガバンク機構

東北メディカル・メガバンク事業研究計画に則り、参加者の全ゲノム多型情報を用いたゲノムワイド解析を行う。TMM計画の掲げる
個別化予防・個別化医療の実現に寄与する。

東北メディカル・メガバンク事業研究計画に則り、参加者の全ゲノム多型情報を用いたゲノムワイド解析を行う。東北メディカル・メ
ガバンク（TMM）計画に基づき収集された約15万人分のゲノム・コホート情報を活用したゲノムワイド関連解析（GWAS）を実施す
る。公開可能な解析結果を、論文発表、コホート連携等を通じ他研究者へ提供することで、本邦におけるゲノム解析研究を促進す
る。また、解析結果を利用したポリジェニックモデル（PGM）の作成と評価、検証を行う。PGMを利用した遺伝情報回付研究を推進
し、TMM計画の掲げる個別化予防・個別化医療の実現に寄与する。

公開可能な解析結果を、論文発表、コホート連携等を通じ他研究者へ提供することで、本邦におけるゲノム解析研究を促進する。

「東北メディカル・メガバンク事業 地域住民コホート調査」（受付番号HG H25-2平成25年4月4日承認）
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試料：なし
情報：東北メディカルメガバンク計画が収集した、約15万人
のゲノム・コホート情報

いわて東北メディカル・メガバンク機構

東北メディカル・メガバンク事業におけるゲノムワイド関連解析
2023年3月13日
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